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★─メールマガジンをお読みいただき、ありがとうございます─★ 

【地域日本語支援ニュース こだま】は、日本語教育に関する事業を全 

国で行っている公益社団法人国際日本語普及協会(AJALT)発行のメール 

マガジンです。各地域で在住外国人に対する日本語・生活支援に携わっ 

ている方々に役立つ情報の共有を目指していきます。 
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1■共に生きる■ 

 

「こんなこと、やってます！」 

～できる人が、できることを、できる形で～ 

 

いわつき国際交流会 日本語プラザ 

代表 岩中 麗子 

 

---------------------------------------------------------------------------- 

さいたま市岩槻区内で活動している日本語教室「いわつき国際交流 

会日本語プラザ」で、新たに始まった「親子クラブ」の活動をご紹 

介します。「いわつき国際交流会日本語プラザ」は、旧岩槻市国際 

交流協会の日本語教室が母体となっています。平成 17 年、さいた 

ま市との合併により協会は存続できなくなりましたが、ボランティ 

アメンバーは今までの活動を続けようと自主運営を始めました。 

その後、日本語学習だけでなく、外国人ママ達が子育てしながら 

地域の中で元気に暮らしていけるようなサポートもしたいと「親 

子クラブ」を始めて、活動の幅を広げました。「親子クラブ」開始 

の経緯と活動を紹介いただきます。 



---------------------------------------------------------------------------- 

 

◆それ、ほんと！？ 

 

 外国人ママたちが、平日の昼間に、子連れで参加できて、日本語を勉強する。

多国籍のランチを食べながら、おしゃべりもできる！もちろん、子どもたちも

楽しく遊ぶ……それが私たちの日本語教室「親子クラブ」です。 

 

◆「話をする場所」ができた！ 

 

「親子クラブ」は、結婚、妊娠、出産を機に､夜の日本語教室に来られなくな

る学習者たちに｢どんな応援ができるか｣と話しあう中で生まれました。 

 

 最初に企画したのは、地元の助産師さんを講師に招いた｢日本での出産と子育

て｣というテーマの勉強会でした（平成 19 年 10 月）。ポイントは、「やさしい日

本語で、ゆっくりわかるまで､なんでも聞ける｣こと。母国の子育てとの違いや

戸惑い、新米ママ故の具体的な質問がたくさん出ました。 

 

 家族との日常会話しかなかった子育て中のママたちは「話をする場所ができ

た！」「平日の昼間に日本語の勉強ができる！」と喜びました。岩槻児童セン 

ターを会場に、翌年 7 月から「親子クラブ」として正式にスタートしました。 

 

◆子連れでも勉強できる！……「保育スタッフ」のおかげです 

 

 子どもを遊ばせながらの勉強は会話が中心です。わからない言葉をその場で

学べるので、テキストではできない実践勉強ができました。見守り保育をする

人がいたら、もっときちんと勉強できてどんなにいいだろうと考えましたが、

費用の問題などで、到底不可能と思われました。 

 

 ところが、活動 3 年目、私たちの活動を見ていた日本人ママが、「私にもでき

ることがある?」と、協力を申し出てくれたのです。「保育スタッフ」誕生の瞬

間でした。保育スタッフは、自分の子どもと一緒に学習者の子どもたちの遊び

を見守るだけでなく、同世代の目線で育児の話をし、最新の生活情報も提供で

きます。出産・育児現在進行形の日本人ママ（保育スタッフ）は心強い存在で、

すぐにママ友同士の交流も始まりました。子どもたちはみんなあそび仲間です。 

 



◆毎週木曜日は「親子クラブ」で多国籍ランチを！ 

 

 学習（10：30ʷ12：00）のあと「誰でも参加できる持ち寄りランチタイム」

を開いて、学習者やスタッフたちが持ち寄った多国籍の料理を一緒に食べてい

ます。楽しいおしゃべりをしながら、情報交換や悩み相談などもでき、交流の

輪が拡がっています。 

 

 学習者が岩槻児童センターのイベントに参加したり、知り合ったママたちを

｢親子クラブ｣に誘ってきたり、自分たち主催のイベントを開いたりと、自らも

発信し始めました。 

 

◆地域とのつながりも！ 

 

 平成 24 年、小学校からの依頼で、学習者がゲストティーチャーとして母国の

紹介をしました。それ以来、時々小学校のイベントや授業に参加しています。

「授業で小学生に日本語で話せた！」「ボランティアとして地域の活動に協力で

きた！」という体験は、学習者の自信や達成感につながっています。｢できる人

が、できることを、できる形で｣自然体での活動を心がけながら、「親子クラブ」

は今、学習者 22 名（育パパ､ママ候補なども）、スタッフ 9 名、保育スタッフ

10 名、子ども 21 名が登録。元気いっぱい発展中です。 

 

※月曜教室（岩槻区役所 3 階多目的室 19：00ʷ21：00）と併せて、ホームペー

ジで活動を紹介しています。 

http://c.saitamacity-support.jp/gnks13/mypage/index.php?gid=G0000216 
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